南病棟チームカンファレンス記録

	Ａ.Ｏ.Ｍ
	Ｓ.Ｇ.Ｍ

	
	


平成24年　1月　25日（水）　　　　　司会：白川　千春　　　記録：野中　理沙　

	小向
	橋本
	小林
	佐藤
	三浦
	工藤
	清川
	天間
	久保
	田口
	白川

	○
	公休
	深夜
	公休
	準夜
	○
	公休
	公休
	○
	CD留守
	○

	新山
	沼山
	田ノ上
	高橋
	相馬
	根城
	加藤
	富沢
	貝塚
	小笠原
（麻）
	小笠原
（実）

	○
	学生
	深夜
	準夜
	○
	公休
	洗濯
	Ａ留守
	公休
	深夜
	準夜

	野中
	大嶋
	門上
	坂本
	乙崎
	上野
	長谷川
	小島
	小松
	
	

	○
	公休
	公休
	CD留守
	○
	学生
	○
	○
	CD留守
	
	


出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

　

＜連絡事項＞

・年末年始特別勤務手当て給与所得扱いのお知らせについて

平成23年12月31日～平成24年1月1日、2日、3日の期間中勤務された方へ特別勤務手当ての支給をしました。期間中、現金での支給を行っていることから現時点では皆さんの給与所得扱いになっていないため1月25日に支給される給与内で、給与所得扱いとなるようにしています。配信される給与明細書をご覧下さい。
給与明細書中の●支払項目（他手当て）と●控除項目（その他控除）の両方に支給された金額が入力されています。上記の処理をすることによって、平成24年度中の給与所得となり来年の年末調整に反映されます。（昨年度もWIZへ掲示させていただき、同様の処理を行っております）
ご不明な点等ございましたら、経理チーム（内線３０１）まで問い合わせして下さい。
・防災用品の配置場所について
以前、取りまとめさせてもらいました、防災用品の必要物品を準備した場合、各部署・病棟のどこに配置しておくかを決めて、庶務まで連絡して下さい。
1/27までにお願いします。防災用品希望リスト一覧表は、各自確認して下さい。

・入浴の着替え集めについて

寒い中、靴下も履かず一日中車椅子に座っている患者様が最近、多く見られています。特に靴下ですが、しっかりと着替え集めを行うようお願いします。また、患者様の着替え等が少ない、または無いのであれば、患者様の担当スタッフは早急に対応して下さい。

・カルテチェックについて

今月末までに終わらせ、所定の箱にお願いします。出来ればクリップでまとめて下さい。箱に入れたら一覧表にもチェックを忘れずにお願いします。また、1月までの評価等は、現在の受け持ちで終わらせて下さい。こちらも今月末までです。
＜患者様連絡事項＞

・角谷　育子様～前回と同内容で臨時薬7日分継続処方となっています。

・木ノ下　ツヨ様～臨時薬　カマ0.5ｇ　1×夕　7日分継続処方となっています。又、定期採血検査の結果、血糖値が高い為、おやつのカロリーは80calを守って頂き、守れない時はインスリン注射も検討していかなければならないと主治医より話がありました。受け持ちNsは本人とおやつ量について話し合っていきましょう。

・川井　ツセ様～本日15時帰院されています。2/13（月）が初外来日となっていますが、外来の時間の都合により10時半以降に受付をするとのことです。御家族様へ伝えています。10：30～11：00の間に来院されるとのことです。

・中村　陽子様～嫁様が保護者変更を希望されている為、面談を1/28（土）午後に希望されていましたが、SWの都合により午前で予定を組むよう調整中です。担当の三浦Nsは、家族へ時間の確認を行って下さい。

・村井　八郎様～臨時薬　アスパラK（300）2T　2×昼夕後　7日分継続処方となっています。

・山内　公博様～デキサメタゾン（0.5）3Ｔ　　→2Ｔへ減量

　　　　　　　　ノイロビタン　3Ｔ　　　　　→2Ｔへ減量となり7日分処方となっています。

・田村　耕一様～臨時薬　コントミン（0.5）1Ｔ　7日分継続処方となっています。

・坂本　良雄様～1/30　午後2時に介護認定調査予定となっています。

＜作業報告＞

ＡＢユニット
・角谷　育子様
　立ち上がりと歩行時にふらつきがあり、本日下肢筋力を評価したところ、膝伸展（伸ばす）の筋力低下が見られています。また、代償運動として股関節の屈曲（曲げる）も同時に行いながら膝を伸ばしています。徒手による抵抗（足首を手で押さえる）を加えると、膝を伸ばせずにいます。しりもちをつくことや、歩行でふらついてしまう原因として、服薬調整の影響だけではなく下肢の筋力低下も考えられます。今後、主治医に相談し個別のプログラム導入を検討していきます
・松田　信夫様
　プログラム開始時は参加を拒否されていますが、千葉良Ｄｒの誘いにて短時間参加することができています。今後も時間を空けながら声がけをしていき、日中の活動性を維持していけるよう働きかけます。
ＣＤユニット
・藤田　金弘様
　本人様より、午後1時から2時の間ＡＢユニットで絵を描きたいという希望があり、主治医からの許可がでています。可能であれば、ＣＤユニットスタッフがカンファレンスに参加する際、藤田様と一緒に降りてきていただき、カンファレンス終了後、長谷川が誘導してＣＤユニットへ戻るという形にしたいと考えています。物品は必要な分だけを渡し、数の確認をしやすくしておきます。ご協力をお願いします。
・昆　善三様
　足部の浮腫に関しては、軽い圧迫で眉間にしわをよせ「いてえなあ」という訴えが聞かれています。立ち上がりや歩行時には痛みの訴えは聞かれていません。
　車椅子や椅子からの立ち上がりにて、バランスを保持できず後ろへ倒れる傾向があり、後方への転倒の危険性があります。手すり使用にて短距離の歩行は可能です。ベッド⇔車椅子、車椅子⇔トイレの移乗動作もスムーズに行えています。
　プログラムの目標としては、現在の身体機能を維持していくこととしていきます。
・木村　春雄様
　早目の声がけにより、先週からはプログラムに最後まで参加する事ができています。今後も継続していくなかで「起き上がりが上手くなりましたね」「前より体力がつきましたね」と、向上した部分を言葉として評価し、自信付けを図っていくようお願いします。
＜田名部Dr担当患者様症例検討会＞

本日、川井ツセ様の症例検討会行っています。

症例検討会　実施報告　　　　　　　　　　　　川井　ツセ　様

　　　　　　　　　　　　　　　作成者　　野中　理沙　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　実施日　　H23年　12月　日　　

　　　　　　　　　　　　　　　主治医　　田名部　茂　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　SGM　　　小向　由紀　　　　　　印

	対象患者情報
	　　川井　ツセ　様　　　78歳

病名：うつ病、アルツハイマー型認知症　入院形態：医療保護入院

	患者の希望


	自宅での生活を希望している。



	患者の

現在の経過について

（各職種）


	看護：

PSW：

OT：

心理：

栄養：

＊参加部署、必要毎に記載

	主治医の治療方針


	自宅での生活を行い、服薬も遵守できて日中はデイサービスを利用するように確立していく。

	検討された

支援方針


	· （火～金曜日）デイサービススマイル（日曜日）デイサービスアジサイを利用する。どちらも認知症対応型施設。娘様は週2日（月・土曜日）以外は、パートにでている為、出勤時間8：10頃に合わせてデイサービスの送迎の時間を調節する。

· すでに南部町の施設は全て申し込みを済ませている。

· 抑うつ状態に対しては、薬物療法にて症状は安定している。



	抽出された

問題点


	・本人がデイサービスの利用を拒否した場合、どうすればよいのか不安。

· 娘様がパートで不在の際の様子が不安。

· 認知症の進行により、確認行為も多く日課も一部介助を要している。



	今後の

看護計画


	・薬の管理は、朝・晩・就寝前薬は全て娘様が管理する。夫様の薬はツセ様が目の届かない場所に保管する。

・自宅に帰り一度も入浴をしていないが、周囲の環境に慣れるまでは無理に入浴をさせない。

· 確認行為については、その都度、対応していくよう御家族様に説明している。

・本人がデイサービスを拒否した場合は、訪問看護サービスを取り入れていく。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

